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第 2 章では， mーおよび、 p-置換の各種ジアリールジアゾメタンにつき， 2 ， 5- ジクロロ -p-ベンゾキ
ノンとの反応ではポリ(ヒドロキノンベンズヒドリルエーテル)とシクロプロパン化物が得られるが，



























(1) キノン類との反応では， C=Cのほかに c=oへの反応性があることを確認し，その反応性の差
異をキノン類の置換基，電子受容能との関連で明らかにしている。
(2) ジアゾアルカンの種類による反応、の差異については，電子的効果のほかに立体配置と立体配座の
効果を考慮せねばならないことを示すとともに 反応の機構を解明している。
(3) ジフェニルジアゾメタンとテトラシアノエチレンとの反応で，溶媒がテトラシアノエチレンと相
互作用を示す点に着目し 従来考慮されていなかった溶媒のかさだかさとソフト性を加味した新し
い溶媒塩基性パラメータ， D7r，を定義し，これが他の電子受容体系での反応速度溶媒効果を表わ
す上でも有効なことを示している。
(4) 環状ポリエーテルは特異な物性を示すものとして最近注目されている。その合成法は，従来，
Williamson 法の改良に基礎をおいているが，本論文では，ジアゾアルカンとキノン系を用いるレ
ドックス反応に基づく新規な合成法を確立し 従来法より容易で且つ高収率で環状ポリエーテルを
与えることに成功している。
以上のように，本論文は， ジアゾアルカンの多様な反応性を，置換基，立体特性，溶媒，電子受容
能等の諸因子との関連で明らかにして有機化学上有用な知見を与えているほか，新しい溶媒塩基性パ
ラメータの提案，環状ポリエーテルの新合成法の確立等注目に値する成果を示したものであって，基
礎有機化学のみならず合成化学の分野でも寄与するところが大きしミ。よって，本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。 ??ヮ“?
